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※麻薬年間届 提出期限が１１月３０日です当該薬局は忘れずに提出お願いします。 

※ 今年の『健康展』は１２月４日（日）です。参加ご協力お願いします。 

※ １１月のレセプト提出日は７日（月）です。 
  返戻を含む紙レセプト、猶予期間のフロッピーの提出はこの日にお願いします。 
※ オンライン化後も、処方せん受付枚数、広域医療機関受付枚数の報告は継続してお願いしてお

ります。ＦＡＸでもよいのでよろしくお願いいたします。 
 

都薬関連およびその他の重要な連絡事項など 

１）向精神薬取り扱いの手引について 

     「薬局における向精神薬取り扱いの手引」がこの９月、厚生労働省において新たに取りまと

められましたので、別紙お配りします。 
     この数年、医師や看護師、薬剤師による不適切な取り扱いが、犯罪としてニュース報道され

たりしました。医師によるリタリンの処方せん乱発、病院薬剤師によるレンドルミンの横領

などは記憶に新しいと思います。 
     身近でこのようなことが起きないために、互いに協力して適切に取り扱うようお役立てくだ

さい。 
     今後、伝票、記帳については、立ち入り検査時には重点項目となりそうです。 
 

２）第４回臨床薬学講座   「もっと充実。服薬指導―喘息―」 
     日時：平成２３年１２月４日（日） 
     場所：都薬会館３階 
     受講料：会員３５００円 会員外５５００円 （ピークフローメーター、テキスト代含） 
     別紙参照 都薬に直接お申込みください。 
 

３）【再掲】かかりつけ薬局研修会 

     日時：平成２３年１１月２３日（水・祝） １３：３０～１７：００（開場１３：００） 
     場所：日比谷公会堂 
     受講料：無料 当日受付 会員は会員証をご持参ください。 

※同日、午前、同会場にて「高度管理医療機器等営業管理者継続研修会」が開催されます。 
     これとは別ですので、単独で受講できます。 



４）「禁煙支援薬剤師講座」および「東京都薬剤師会認定禁煙支援薬剤師」制度 

     東京都薬剤師会では、e‐ラーニングにより「禁煙支援薬剤師講座」を公開し、修了した者を

対象に「東京都薬剤師会認定禁煙支援薬剤師」として認定する制度を創設いたしました。 
     ご興味のある方はもとより、禁煙外来の処方せんを取り扱っている方、OTCの禁煙補助剤を

扱っていらっしゃる方など、ぜひご聴講ください。（別紙） 
 

５）医薬品誤飲防止啓発ポスターの掲示のお願い 

     子供の誤飲を注意させるポスターをお配りいたします。掲示をお願いいたします。 
     尚、調剤用水剤の投薬瓶で、誤飲防止を謳っているものの中に、誤飲防止とは言い難いもの

が報告されています。自店での取り扱いのものに注意してください。 
 

６）医薬品価格調査および特定保険医療材料価格調査へのご協力のお願い 

     この調査は、基準薬価を決めるための調査で、日本薬剤師会としても協力することとしてお

ります。無作為に抽出された保険薬局を調査対象としており、これに該当した場合にはご協

力をお願いいたします。 
 

７）化粧品・医薬部外品の使用による健康被害の報告のお願い 

     このたび、小麦加水分解物を含有した石鹸を使用したユーザーが、小麦含有食品を摂取し、

その後運動した際に全身性のアレルギーを発症したことを受け、小麦アレルギーに関する注

意喚起、副作用報告の徹底が製造業者に通知されました。これに伴い、医療関係者からの、

迅速な報告を厚労省より依頼されたしだいです。 
     健康食品に関しましても、都薬にて報告を受けておりますので、引き続きお願いいたします。 
 

８）都薬ホームページ上でのｅ‐ラーニング講座の試聴期間延長について 

       東京都薬剤師会では会員の学習を支援する方法のひとつとして、インターネットによる 
研修を考慮中です。一昨年より試験的に、『ｅ‐ラーニング』を運用しております。ご

視聴いただいて、アクセス数の動向の分析や、ご意見により、今後の都薬生涯学習シス

テムの参考にさせていただきたい次第です。 
この７月に終了予定でありましたが、更なる普及啓発が必要として、視聴期間をさらに

１年間延長することといたしました。 
内容：都薬生涯学習特別委員会と協力くださるNPO 法人医療教育研究所（IME）が協議

の上、１年間２４講座を提供   （２週間毎に１講座：３０分） 
協力：特定非営利法人 医療教育研究所（ＩＭＥ） 
方法：東京都薬剤師会ホームページの会員ページからログインする 
   インターネットによるｅ‐ラーニング 
期間：平成２３年８月１日（月）より１年間（予定） 
費用：無料    ※試験運用のため認定シールや修了証の発行はありません 

 

11）「薬局・薬剤師の『年間カレンダー』」 

      日薬ホームページからのダウンロードとなります。 
１１月～１月のテーマは「お薬手帳」 
 



保険部より 

１）都医療券（法別番号５１、８２）の確認のお願い 

     １０月１日から一斉に更新されており、所得区分により負担者番号が変更となったり、手続

きの遅れなどで有効期間が途切れたりすることがありますので、必ず確認をするようお願い

いたします。 
 
 
２）【再掲】震災関係の保険の情報は「豊島区薬剤師会保険部グループページ」をご覧下さい 
     既に参加されている方もおられますが、豊島区薬剤師会では保険関係の情報を細かく伝達す

るために、専用のページを設けております。 
     このたびの震災関係では、保険の特例が次々加わってきており、みなさまにおいても、必要

なところをいつでも調べられると便利なのではないかと考え、このページへの参加をおすす

めするところであります。 
     まず、豊島区薬剤師会ホームページの会員専用ページに入っていただき、「保険部ページへの

参加のお願い」をご覧になり、それに従って登録ください。 
 
 

豊島区薬剤師会からの連絡事項 
 
 

１）健康展参加のお願い 

     今年の健康展は１２月４日（日）です。ぜひご参加ください。１２月２日（金）、３日（土）

の準備もありますので、時間のある方はご協力ください。 
 
２）豊島区薬剤師会ホームページをぜひご覧下さい 
     ホームページの内容が充実してきました。今後もより良いページを作りたいと思います。 

（FAXや配布物などはいままで通りです。ご心配無く。） 

ホームページアドレス   http://www.toyoyaku.jp/ 

                    会員専用ページに入るには、パスワード  toshima    を使ってください。 

 
 
学術部より 
○豊島区薬剤師会学術勉強会のお知らせ 

１１月の勉強会は 
日時：１０月１７日（木）１９：４５～２１：３０ 
場所：池袋ステーションコンファレンス１２階 
内容：「排尿機能と薬剤療法」 

   講師：ノガキクリニック院長    野垣 譲二 先生 
☆今回の勉強会は薬剤師研修センターの認定単位となります。 

 



薬学生実習受入薬局関係 
１）【再掲】平成２３年度東京都薬剤師会『認定実務実習指導薬剤師養成講習会』の開催の予定 
     日時：平成２３年１２月４日（日） 
        [午前]講座ア・オ  [午後]講座イ・ウ 
     場所：星薬科大学 
     ※事前登録制   豊島区薬剤師会にお申込みください。 
 
２）【再掲】東京都薬剤師会‘学生向け’「とやく携帯メルマガ」配信のお知らせ 
     東京都薬剤師会では、薬学生が、卒業後「東京都薬剤師会に入会しよう」という動機づけと

なることを期待して、携帯電話によるメールマガジンの配信を開始します。実務実習受入薬

局には案内ポスターを配布いたしますので、薬学生への案内をお願いいたします。なお、学

生対象ですが、会員への配信も可能です。 
 
 

池袋あうる薬局より 
１１月の輪番は以下の通りとなっております。出動よろしくお願いいたします。 

お願い ～輪番に入る７日前までに、出動する方の氏名をあうる薬局まで連絡してください。 

１１月     日   勤 ９：００ ～ １６：３０ 準   夜 １６：００ ～ ２２：００ 

３日（木） うずらやま薬局 ﾒｲﾌﾟﾙ薬局西池袋 十字堂薬局 佐藤薬局 

５日（土）   北池薬局  

６日（日） 薬局アポック池袋 あうる薬局 雄飛堂薬局上池袋 北池薬局 

１２日（土）   北池薬局  

１３日（日） うずらやま薬局 あうる薬局 くりさき薬局 佐藤薬局 

１９日（土）   平和通り保健薬局  

２０日（日） 北池薬局 あうる薬局 ﾒｲﾌﾟﾙ薬局西池袋 佐藤薬局 

２３日（水） 千川薬局駅前 うずらやま薬局 千川薬局駅前 北池薬局 

２６日（土）   ヒバリ薬局  

２７日（日） 千川調剤薬局 あうる薬局 くりさき薬局 ﾒｲﾌﾟﾙ薬局西池袋 

 
 
 

長崎地区休日輪番薬局 
１１月  

３日（木） ホサカ薬局 

６日（日） カテイ堂薬局 

１３日（月） チチブ薬局二丁目店 

２０日（日） 高橋薬局 

２３日（水） エンゼル薬局 

２７日（日） ほてい薬局 



理事会報告 
１０月６日（木）午後８時より豊島薬業会館1階会議室にて理事会が開催されました。 
出席者：大澤会長 遠藤副会長 江村副会長 小杉副会長 毛塚常務理事 佐藤常務理事 

 田崎常務理事 斉藤常務理事 森常務理事 黒須常務理事 田中理事 鬼倉理事  
元谷理事 石塚理事 栗崎理事 

                                  記録係：高石 
 
○前月分理事会議事録承認 
 
○ 報告事項 
１、支部長会報告 
２、保険部報告 
３、「池袋あうる薬局運営委員会」報告 
４、学術部報告 
５、公益法人化対策報告 
６、健康展打合せ報告 
７、会員数報告 

A会員   １１２名 
  B会員     ２１名 
     合計    １３３名 
 
  会員交代 
    鈴木 秀実（Ａ） → 高田 由起子（Ａ） 
  
○審議事項 
１、在宅服薬支援薬局講習会の件 
    １０月２１日、産業プラザにて講習会を開催することが承認された。 
 
 

管理センター報告 
管理センター売上及び仕入 
   平成２３年８月売上金額  ￥4,991,108 
   平成２３年８月仕入金額  ￥4,694,062 
 

保険部報告 
広域病院処方せん受付状況報告 

 
 
 
 

 
池袋あうる薬局処方せん受付状況報告（９月） 
    休日夜間 ２４１枚 
    その他  ４５７枚 

都立大塚 都立豊島 長寿医療センター 

件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 
1783 1937 ６０ ６６ ６９ ７２



学術トピックス 
『がん治療にビフィズス菌～米国で第一相臨床試験へ～』 
九州大学発の創薬ベンチャーが開発した抗がん剤候補を使った治療法について、第一相臨床試験を

来年初めに米国で始める。がん組織の深部に集まるビフィズス菌の性質を利用して抗がん剤を送り

込み、高い治療効果を見込む。 
開発番号（APS001P）は生きたビフィズス菌の一種で、「シトシンデアミナーゼ」という酵素を生

産するように遺伝子組み換えで生み出した。 
シトシンデアミナーゼは抗真菌剤５－フルオロシトシン（５－FC）を消化管がん等に対して治療

効果のある「５－フルオロウラシル」（５－FU）に変換する働きがある。 
一方、ビフィズス菌は酸素が薄い環境でしか生きられないため、APS001Pを静脈内に投与すると、

低酸素状態になりやすいがんの深部に集まる性質がある。新しい治療法はこれらの性質を活用する。

まず APS001P を投与。数日後に５－FC を投与すると、APS001P が集積したがんの深部で５－

FCが５－FUに変わりがんを攻撃する。 
５－FU を直接投与する従来の治療法は、５－FU 自体の毒性が強いため大量投与はできず、少量

投与だとがんの深部まで薬剤が届きにくい等の問題があった。 
同社は年内に米食品医薬品局（FDA）に対して治験開始の申請をする。 

日 経 産 業        Ｈ２３・８・１ 
 
 

豊島区薬剤師会の活動（９月） 
９／ ２ 健康展打合せ 
９／ ３ 都薬会員委員会 
９／ ５ あうる薬局レセコン業者説明 
９／ ６ 福祉審議会 
９／ ７ レセプト提出 

豊島区薬剤師会理事会 
９／ ８ 都議会議員懇談会 
９／１０ 「在宅訪問薬剤管理指導に係わる薬局情報調査」説明会 

都薬支部長会 
９／１３ 地区研修会 
９／１４ 豊島区防災会議 
９／１５ 公害診療報酬審査会 
     豊島区地域保健課打合せ 
     豊島区介護保険推進委員会 
     豊島区薬剤師会学術勉強会 
９／２０ 豊島区健康推進プロジェクト会議 
     公益法人化打合せ 
９／２１ 豊島区薬剤師会正副会長会議 
９／２２ 池袋あうる薬局運営委員会 
９／２７ 豊島介護ネットワーク移譲依頼打合せ 
９／２８ 豊島区医療連携推進会議 
９／３０ 班長会 
     管理センター棚卸し 
 

 



管理センター取り扱いリスト追補 
 
＊ 新規取り扱い（過去に中止または停止したものの再開、リスト作成時に漏れたものも含む） 
 
 製品名 小分け単位 
内 ベタニス２５ｍｇ 錠 
内 ベタニス５０ｍｇ 錠 
内 ボノテオ５０ｍｇ 錠 
内 リカルボン５０ｍｇ 錠 
内 グルベスｍｇ 錠 
内 リオベルＬＤ 錠 
内 リオベルＨＤ 錠 
内 トラゼンタ５ｍｇ 錠 

 
＊取り扱い中止 
 
 製品名 
内 フェブリック２０ｍｇ 
内 ビオグリタゾン１５ｍｇ「タイヨー」 
内 パーキン糖衣錠 
内 コレミナール 
内 メルビン 
内 ストガー 
注 ランタス注 

 
 

＊ 管理センターへの注文時および納品時に関するお願い    

管理センターの業務の円滑化のために下記の事項を守って下さるようお願いします。 
   ≪注文時のお願い≫ 

① 注文は専用の用紙を使用してください。 
    （お手元に無い場合は事務局まで連絡を頂ければFAXまたはメールにて送ります。 
     また、豊島区薬剤師会ホームページからのダウンロードも可能になりました。） 
② 一枚での注文は10医薬品までとし、欄外への記載はしないでください。 
    （欄外への記載は読み間違いを起こす要因になります） 
③ 一度使用した用紙を使用しての注文はしないでください。 
    （消し忘れによる注文の重複が起きたり、読み間違いの要因になります） 

   ≪納品時のお願い≫  
   ①注文品の受け取り時には、すみやかに検品を行うようお願いします。 

（「センター出庫品の返品・交換は、受取日（＝納品日）の翌開局日まで。」 
となっております。） 

  以前からお願いしている事項ですので、お守り頂けない場合は改めて注文して頂くか出庫を 
見送らせて頂きます。 
管理センターの円滑な作業と間違い防止のため、ご理解ご協力のほどお願い致します。 

                            （管理センター所長 石塚 彰彦） 
 



＊ 管理センターの取り扱い品リストをご希望の方は豊島区薬剤師会事務局までお申込ください。 
（電子媒体の分は最新更新版をお渡しできます。） 
Eメールの添付ファイルは無料。フロッピーディスク、紙のコピーは500円です。 

  尚、豊島区薬剤師会ホームページの会員ページから取り出すことも可能です。 

  ホームページへの入り方は「豊島区薬剤師会からの連絡事項」の当該項目にございます。 
 
＊ 管理センターでは、会員様の要望の多いものにつきまして、取り扱いを検討し、採用するか否

かを決定する資料として使用します。つきましては下の要望書に記入し、毎月のレセプト提出

時に事務局に提出してください。集計管理上、１枚１品目とし、複数の場合はコピーしてお使

いください。 
・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医薬品管理センター取り扱い要望書 
                            平成  年  月  日 
 
           薬局名                              印  
 
     以下の製品の取り扱いを要望します 
 
製品名                                  規格 
                                                
 
 
 
 


